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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月8日(2019.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体と、
前記像担持体上の潜像を現像剤担持体に担持した現像剤でトナー像に現像する現像手段と
、
前記像担持体と接触して形成した転写ニップで、前記像担持体上のトナー像を転写材に転
写する転写部材と、
前記転写部材にバイアスを印加する電源と、
前記像担持体を回転駆動させるための駆動源と、
前記駆動源と駆動連結しており、回転中心に穴部を有する第一回転体と、前記駆動源から
の駆動力が伝達され前記像担持体の回転軸に設けられた、回転中心に穴部を有する第二回
転体と、前記第一回転体の穴部に挿入される第一挿入部、前記第二回転体の穴部に挿入さ
れる第二挿入部、および、前記第一挿入部と前記第二挿入部と繋ぐ連結部を有し、前記第
一回転体と前記第二回転体とを連結する連結部材とが設けられ、各挿入部の周面に径方向
に突出する複数の突起部を有し、各回転体の穴部の内周面に、前記連結部材の前記突起部
それぞれが軸線方向に移動可能な溝部を有する駆動伝達手段と、を備えた画像形成装置に
おいて、
前記駆動源のＯＮ時に前記像担持体における前記現像剤担持体と対向する位置の表面部分
が、前記像担持体の回転に伴って前記転写ニップに到達するまでの時間よりも、前記駆動
源のＯＮから前記第一挿入部の前記突起部が前記溝部と回転方向で係合するまでの時間が
短くなるように構成したことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像形成装置において、
前記現像剤担持体の前記像担持体との間隔が最小となる位置と、前記転写部材の前記像担
持体との間隔が最小となる位置との、像担持体回転中心に対してなす角度θ１と、
前記第一挿入部における隣り合う前記突起部の連結部材回転中心に対してなす角度θ２と
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が、θ２＜θ１の関係を満たすことを特徴とする画像形成装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の画像形成装置において、
前記現像剤担持体の前記像担持体との間隔が最小となる位置と、前記転写部材の前記像担
持体との間隔が最小となる位置との、像担持体回転中心に対してなす角度θ１と、
前記第一挿入部が挿入される前記穴部における隣り合う前記溝部の、挿入部回転中心に対
してなす角度θ３とが、θ３＜θ１の関係を満たすことを特徴とする画像形成装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか一記載の画像形成装置において、
前記像担持体と前記転写部材とが常に接していることを特徴とする画像形成装置。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか一記載の画像形成装置において、
前記電源は、前記像担持体から前記転写材にトナー像を転写するための転写バイアスと、
前記転写部材の表面に付着したトナーを前記像担持体に静電的な力によって転移させるた
めのクリーニングバイアスとを、前記転写部材に印加可能であり、
駆動源ＯＮから前記連結部材と前記第二回転体との駆動連結にかかり得る最大連結時間を
Ｔ１とし、作像プロセスにおける予め設定された許容遅延時間をＴ２とし、像担持体を回
転させてから転写部材にクリーニングバイアスを印加するまでの時間をＴ３としたとき、
Ｔ１＜Ｔ３≦Ｔ２の関係を満たすことを特徴とする画像形成装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像形成装置において、
紙詰まり処理後と前記像担持体の交換後と装置本体の電源ＯＮ後とのうちの少なくとも一
つのタイミングで、Ｔ１＜Ｔ３≦Ｔ２の関係を満たすように、前記転写部材にクリーニン
グバイアスを印加することを特徴とする画像形成装置。
【請求項７】
　請求項１乃至６のいずれか一記載の画像形成装置において、
像担持体表面に前記現像剤担持体を接触させて設けており、
前記像担持体の回転に連れ回って前記現像剤担持体が回転するように構成したことを特徴
とする画像形成装置。
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